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特
集鉄道、必要ですか？
「鉄道の街」 音威子府
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特集

鉄道、
必要ですか？
「鉄道の街」 音威子府。

道北地方の鉄道要衝地として

発展を遂げてきた一方、

国鉄分割民営化や天北線廃止を経験し、

それから四半世紀以上が経過しました。

そしていま、 『宗谷本線』 のあり方が

問われています。

鉄道、

本当に必要ですか？

鉄
道
の
街
、
音
威
子
府
。

  

宗
谷
本
線
開
通
か
ら
今
ま
で

　
現
在
は
、特
急
列
車
が
停
車
す
る
「
日
本
一
」
人
口
の
少
な
い
市
町
村
の
音
威
子
府
村
。

開
拓
ま
も
な
く
し
て
鉄
道
の
開
通
、
交
通
要
衝
地
と
し
て
の
発
展
、
国
鉄
分
割
民
営
化
、

天
北
線
廃
止
、
そ
し
て
い
ま
…
。
鉄
道
と
村
と
の
歩
み
を
、
い
ま
一
度
振
り
返
り
ま
す
。

　

昭
和
55
年
「
日
本
国
有
鉄
道
経
営

再
建
促
進
特
別
措
置
法
」
が
公
布
さ

れ
、
全
国
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
き
た

鉄
道
網
が
一
転
、
本
格
的
に
縮
小
廃

止
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
「
鉄
道
の
街
」
と
言
わ

れ
て
き
た
音
威
子
府
村
は
、
こ
の
流

れ
に
よ
る
合
理
化
や
国
鉄
改
革
に
よ

り
、「
村
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は
」

と
の
危
機
感
か
ら
、
村
ぐ
る
み
で
の

『
反
対
運
動
』
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

明
治
29
年
５
月
、『
北
海
道
鉄
道
敷

設
法
』
が
公
布
さ
れ
、
予
定
鉄
道
路
線

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
旭
川
か
ら
稚
内
ま

で
を
結
ぶ
路
線
が
示
さ
れ
て
お
り
、
北

海
道
最
北
端
へ
と
延
び
て
い
く
鉄
道
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
正
元
年
、
音
威
子
府
村
ま
で
鉄

道
が
開
通
、
こ
こ
か
ら
村
と
「
鉄
道
」

と
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
ま
も
な
く
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
を

経
由
し
、
稚
内
ま
で
を
結
ぶ
「
天
北

線
」
が
開
通
、
そ
し
て
中
川
や
幌
延

な
ど
の
日
本
海
側
を
経
由
す
る
ル
ー

ト
も
建
設
さ
れ
、現
在
の
『
宗
谷
本
線
』

の
路
線
網
が
完
成
し
ま
し
た
。　

　
鉄
道
の
開
通
は
、
常
盤
駅
逓
が
あ
っ

た
咲
来
市
街
地
や
、
開
通
当
時
の
終

着
駅
で
あ
っ
た
音
威
子
府
市
街
地
の

発
展
に
も
大
き
く
寄
与
し
、
宿
屋
や

料
理
屋
、
呉
服
屋
、
薬
屋
、
鉄
工
場
、

雑
貨
店
、
運
送
店
な
ど
が
開
か
れ
て
い

き
ま
し
た
。
村
の
開
拓
が
本
格
化
し
た

明
治
39
年
か
ら
、
中
川
村
（
現
在
の

中
川
町
）
か
ら
分
村
し
た
大
正
５
年

ま
で
の
11
年
間
で
、
４
６
２
戸
、
２
，

３
１
３
人
ま
で
増
え
た
の
に
は
、
農

業
や
林
業
の
ほ
か
、「
鉄
道
」
が
も
た

ら
し
た
村
へ
の
影
響
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
音
威
子
府
村
の
最
盛

期
は
昭
和
20
年
〜
30
年
代
頃
、
人
口

は
ピ
ー
ク
時
４
，
２
０
０
人
を
超
え
、

ま
さ
に
「
国
鉄
の
街
」
と
し
て
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
住
民
の
総
意
で
守
ろ
う
天
北
線
」

の
も
と
、
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
、
ま

た
利
用
促
進
策
も
講
じ
て
き
ま
し
た

が
、
廃
止
半
年
前
ま
で
の
議
論
の
甲
斐

な
く
、
鉄
道
廃
止
・
バ
ス
転
換
が
決
定
、

平
成
元
年
４
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
国
鉄
分
割
民
営

化
に
よ
る
合
理
化
は
、
国
鉄
関
係
者
だ

け
で
は
な
く
、
村
全
体
に
も
大
き
な
波

紋
を
与
え
、「
鉄
道
廃
止
」
に
よ
る
村

へ
の
影
響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　
村
へ
の
鉄
道
の
開
通
、
鉄
道
の
街
と
し

て
の
発
展
、
国
鉄
分
割
民
営
化
と
天
北
線

廃
止
…
。
こ
れ
ら
の
「
鉄
道
」
に
ま
つ
わ

る
大
き
な
出
来
事
か
ら
す
で
に
四
半
世

紀
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
い
ま
改

め
て
問
わ
れ
て
い
る
「
鉄
道
」
や
「
宗
谷

本
線
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ま

で
の
過
去
の
歴
史
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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北
海
道
の
鉄
道
の
現
状

　
近
年
、
沿
線
人
口
の
減
少
や
自
家
用

車
の
普
及
、
高
規
格
道
路
の
整
備
な
ど
、

鉄
道
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

年
々
利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
11
月
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
「
当

社
単
独
で
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

線
区
」
を
発
表
し
、
宗
谷
本
線
の
名
寄

以
北
、
名
寄
〜
音
威
子
府
〜
稚
内
間

（
１
８
３
．
２
キ
ロ
）
は
「
輸
送
密
度
が

２
０
０
人
以
上
２
，
０
０
０
人
未
満
の
線

区
（
※
下
記
）」
に
含
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
区
間
の
輸
送
密
度
は
４
０
３
人
で
す

が
、
一
方
で
同
じ
宗
谷
本
線
の
名
寄
〜
旭

川
間
は
１
，５
７
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
発
表
し
た
名
寄
以
北

の
区
間
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
宗
谷
本
線
沿
線
市
町
村
で
構
成
さ
れ

る
「
宗
谷
本
線

活
性
化
推
進
協

議
会
」
が
中
心

と
な
り
、
現
在

も
さ
ま
ざ
ま
な

協
議
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

【
輸
送
密
度
が
２
０
０
人
以
上

　
　
　
　
　
　

    

２
，
０
０
０
人
未
満
の
線
区
】

　

特
急
列
車
の
運
行
や
観
光
路
線
と
な
っ
て
い

る
線
区
で
も
あ
る
が
、
ご
利
用
が
少
な
く
、
線

区
の
営
業
係
数
が
３
０
０
か
ら
１
，
０
０
０
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
当
社
単
独
で
は
老
朽
土
木

構
造
物
の
更
新
も
含
め
「
安
全
な
鉄
道
サ
ー
ビ

ス
」
を
持
続
的
に
維
持
す
る
た
め
の
費
用
を
確

保
で
き
な
い
線
区
で
す
。
こ
れ
ら
の
線
区
は
、

鉄
道
を
維
持
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、
地
域
の

皆
様
と
下
記
の
項
目
を
軸
に
相
談
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ア　

設
備
の
見
直
し
や
ス
リ
ム
化
、
ご
利
用

　
　

の
少
な
い
駅
の
廃
止
や
列
車
の
見
直
し

　
　

に
よ
る
経
費
節
減

イ　

運
賃
値
上
げ
（
全
道
又
は
線
区
毎
）
に

　
　

よ
り
お
客
様
に
応
分
の
負
担
を
し
て
い

　
　

た
だ
く
方
法

ウ　

沿
線
の
皆
様
に
日
常
的
に
鉄
道
を
ご
利

　
　

用
い
た
だ
く
利
用
促
進
策

エ　

運
行
会
社
と
鉄
道
施
設
等
を
保
有
す
る

　
　

会
社
と
に
分
け
る
上
下
分
離
方
式

　

そ
の
う
え
で
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
鉄
道
と
し

て
維
持
す
べ
き
か
ど
う
か
、
他
の
代
替
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
方
が
効
率
的
で
利
便
性
が
向
上
す

る
か
ど
う
か
検
討
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
鉄
路
の
あ
り
方
は
…

　
　
互
い
に
支
え
あ
う
マ
イ
レ
ー
ル

　
各
地
の
鉄
道
沿
線
で
は
、
地
元
で
の
取
り
組
み
か
ら
鉄
道
を
支
え
る
「
地
元
の

鉄
路
＝
マ
イ
レ
ー
ル
」
活
動
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
北
海
道
内
で
の
取

り
組
み
の
中
か
ら
、
宗
谷
本
線
の
「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

地
元
の
熱
意
で
鉄
路
を
支
え
る

Ｍ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ル
倶
楽
部

　
道
東
地
方
へ
と
続
く
石
北
本
線
（
新

旭
川
〜
網
走
）、
世
界
自
然
遺
産
・
知

床
の
間
近
を
通
り
、
国
立
公
園
・
釧
路

湿
原
を
縦
断
す
る
釧
網
本
線
（
網
走
〜

東
釧
路
）の
基
点
に
あ
る
網
走
市
で
は
、

鉄
道
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
住
民
グ
ル
ー
プ
、「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
レ
ー

ル
倶
楽
部
」
の
皆
さ
ん
が
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昨
今
の
北
海
道
の
鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
厳
し

さ
を
増
し
続
け
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
特
に
宗
谷
本
線

の
現
状
、
音
威
子
府
村
内
の
駅
に
関
す
る
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
ま
す
。

　
村
内
に
あ
る
駅
は
、
筬
島
駅
・
音
威

子
府
駅
・
咲
来
駅
・
天
塩
川
温
泉
駅
の

全
４
駅
で
す
。
こ
れ
ら
の
駅
の
う
ち
、

「
筬
島
駅
」
が
特
に
利
用
者
が
少
な
い

駅
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か

ら
村
に
対
し
て
、
平
成
29
年
３
月
に
廃

止
す
る
意
向
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
協
議
を
経
て
、
他
市
町
村
の
廃
止

候
補
駅
と
の
調
整
が
整
い
次
第
、
村
が

維
持
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
筬
島

駅
を
存
続
す
る
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、村
内
の
無
人
駅
３
駅
は
、

駅
前
の
除
雪
な
ど
に
10
〜
20
万
円
前
後

の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
筬

島
駅
は
こ
れ
と
は
別
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
周
辺
の
除
雪
や
光
熱
費
で
、
約
75
万

円
の
経
費
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
損
傷
や

破
損
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、
協
議
を

し
な
が
ら
修
繕
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す　

　

村
の
主
要
駅
で
あ
る
音
威
子
府
駅

は
、
天
北
線
廃
止
以
降
も
バ
ス
乗
換
の

拠
点
駅
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
が
、

１
日
あ
た
り
の
乗
車
人
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
昭
和
40

年
代
後
半
頃
は
３
０
０
人
前
後
で
し
た

が
、
平
成
15
年
以
降
は
１
０
０
人
を
下

回
り
、
昨
年
は
34
人
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
筬
島
駅
は
０
人
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
18
年
に
１
人

で
あ
っ
た
以
降
は
、
統
計
上
は
０
人
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宗
谷
本
線
の
状
況
、
駅
の
利
用
状
況
や

諸
経
費
な
ど
、
数
値
デ
ー
タ
の
視
点
か
ら

見
る
限
り
で
も
、
楽
観
で
き
る
現
状
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、『
鉄
道
』
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
人
の
動

き
、
関
連
す
る
経
済
効
果
、
さ
ら
に
地
域

の
暮
ら
し
や
す
さ
や
利
便
性
、
安
心
感
な

ど
、
数
値
化
し
き
れ
な
い
『
プ
ラ
ス
』
の

部
分
が
あ
る
こ
と
も
、
客
観
的
に
理
解
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〔音威子府駅乗車人員〕

平成9年 160 平成24年 52

12年 140 25年 53

15年 100 26年 45

18年 70 27年 40

21年 60 28年 34

※ 1 日あたりの乗車人員（人）
※資料提供：ＪＲ北海道

　
Ｍ
Ｏ
Ｔ
レ
ー
ル
倶
楽
部
の
代
表
を
務

め
る
石
黒
明
さ
ん
に
、
活
動
を
通
じ
て

感
じ
る
こ
と
や
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　
平
成
22
年
に
発
足
し
た
Ｍ
Ｏ
Ｔ
レ
ー

ル
倶
楽
部
は
、
地
域
の
魅
力
を
楽
し
め

る
貸
切
列
車
の
運
行
、
人
気
の
高
い
蒸

気
機
関
車
「
Ｓ
Ｌ
オ
ホ
ー
ツ
ク
号
」
の

誘
致
、
さ
ら
に
は
今
年
１
月
か
ら
走
り

始
め
た
「
流
氷
物
語
号
」
の
運
行
支
援

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
道
東
地
方
・
オ
ホ
ー
ツ

ク
の
鉄
道
は
、地
域
住
民
の
足
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
重
要
な
「
観
光
資
源
」
で
あ

る
と
と
ら
え
て
、
色
々
な
立
場
の
メ
ン

バ
ー
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
率
先
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
私
た
ち
は
『
鉄
道
は
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
』
と
い
う
意
識
が
大
前
提
に
あ

り
ま
す
。
観
光
資
源
、
地
域
住
民
の
足

と
し
て
、
次
世
代
に
鉄
路
を
受
け
渡
す

こ
と
が
、
私
た
ち
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
鉄
路
は
た
く
さ
ん
の
『
ま

ち
』
を
結
ん
で
成
り
立
ち
、
そ
の
存
続

は
自
分
の
『
ま
ち
』
だ
け
の
課
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
10
年
後
は
ど
こ
の
地
域

も
も
っ
と
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
中
で

も
『
鉄
道
を
残
し
て
良
か
っ
た
』
と
思

え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
駅

の
窓
口
や
食
堂
を
利
用
し
た
り
、
無
人

駅
の
環
境
美
化
に
協
力
し
た
り
な
ど
、

日
常
生
活
の
な
か
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ
で

も
『
鉄
道
』
へ
の
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、

小
さ
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。」

MOTレール倶楽部
代表 石黒  明  さん 

★
北
条
鉄
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
マ
ス
タ
ー

　
兵
庫
県
に
あ
る
約
18
㎞
の
第
３
セ
ク

タ
ー
。
住
民
な
ど
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活

か
す
べ
く
、
各
駅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅

長
を
公
募
。
駅
で
の
企
画
や
ユ
ニ
ー
ク
な

★
い
ぶ
す
き
千
本
旗
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
観
光
特
急
「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」
が

運
行
さ
れ
て
い
る
鹿
児
島
県
指
宿
市
で
、

市
民
有
志
ら
が
『
お
も
て
な
し
を
し
よ

う
』
と
列
車
に
向
か
っ
て
小
旗
を
振
る

活
動
を
開
始
。
次
第
に
、
市
職
員
が
休

憩
時
に
小
旗
を
振
っ
た
り
と
、
地
域
全

体
の
取
り
組
み
へ
と
発
展
。
有
志
ら
が

は
じ
め
た
、
鉄
道
利
用
者
へ
の
『
お
も

て
な
し
』
活
動
か
ら
、
全
市
民
の
『
お

も
て
な
し
』
に
対
す
る
意
識
変
化
へ
と

つ
な
が
っ
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

（
網
走
市
）

取
り
組
み

か
ら
、
地

域
と
鉄
道

と
の
新
た

な
結
び
つ

き
へ
と
展

開
し
て
い

ま
す
。（
写

真
提
供
：　

山
田
昌
太

郎
さ
ん
）

わ
が
ま
ち
の
鉄
道
、

　
　
　
創
意
工
夫
の
い
ろ
い
ろ



広報 おといねっぷ 2017.7 6広報 おといねっぷ 2017.77

　
「
地
域
の
足
と
し
て
お
客
様
に
ご
利
用

い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

目
指
す
べ
き
は
『
道
南
い
さ
り
び
鉄
道

が
必
要
だ
』
と
地
元
に
思
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
最
近
で
は
、

地
域
の
方
々
が
駅
に
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
い
た
だ
く
動
き
や
、
町
内

会
か
ら
も
「
協
力
で
き
る
こ
と
は
な
い

で
す
か
？
」
と
お
話
を
い
た
だ
く
場
面

が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
観
光
列
車
運
行
時
に
は
、
駅
前
商

店
街
の
皆
様
の
ご
協
力
で
立
ち
売
り
販

売
を
行
う
な
ど
、
鉄
道
会
社
単
独
で
は

出
来
な
い
、
地
元
沿
線
の
皆
様
と
の
連

携
で
の
魅
力
作
り
も
仕
掛
け
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
会
社
に
勤
務
す
る
立
場
と
し
て

も
で
す
が
、個
人
的
に
も『
鉄
道
は
必
要
』

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
第
３
セ
ク
タ
ー

の
鉄
道
会
社
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
、「
列

車
を
走
ら
せ
て
い
れ
ば
い
い
」
と
い
う

感
覚
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
様
と
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
を
共
有
し
連
携
し
あ
い
な

が
ら
、
地
域
に
認
め
ら
れ
る
鉄
道
会
社

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

6月のおといねっぷむらの出来事＆話題

前絶後の戦い！合同運動会
6/4

　幼児センター・小学校・中学校合同による、第 8
回合同運動会が開催されました。当日は肌寒くあい
にくのにわか雨で、徒競走と対抗リレー以外の競技
は体育館内で行われましたが、今回のテーマ「空前
絶後の戦い～ Over the Top ～」のもと、園児や児童・
生徒がチームそれぞれで団結し、走ったり踊ったり
飛び跳ねたりと、一生懸命な姿を見せていました。

空

威子府の未来のために
6/9

　国道 275 号に面している、旧鉄道天北線沿いの旧
鉄道林敷地を会場に、46 回目となる音威子府村植樹
祭が行われました。村民の方々や児童・生徒など約
90 名が参加し、ミズナラとイタヤカエデの苗各 50
本を協力し合いながら植えていました。これらの木
が大きくなるまでには、数十年、数百年とかかりま
すが、未来の世代へとつながっていくことでしょう。

音

戦！優勝目指して…
6/17-19

　第 70 回道北中学校野球大会が、村営球場と高校グ
ラウンドを会場に 3日間の日程で開催されました。今
回は 23 校 21 チームが出場し、道北地方の頂点を目
指して熱戦が繰り広げられました。決勝戦には、稚内
南中学校と士別中学校が勝ち上がり、チャンスを得点
へとつなげた士別中学校が、0対 5 で見事優勝を果た
しました。

熱

川町へと続く音中トンネル
6/27

　音威子府バイパスの音中トンネル工事現場見学会
が、中川町と合同で行われました。見学会には両町
村 53 名が参加し、バスにて音威子府側の３トンネル
を通行し、掘削工事中の音中トンネル（全長 4,686m）
内の見学をしました。音威子府側の現在の掘削部分は
工事が難しいとされる蛇紋岩地質で、工事現況や掘削
施工技術などが説明されました。

中

　
「
地
域
の
足
と
し
て
お
客
様
に
ご
利
用

　
「
地
域
の
足
と
し
て
お
客
様
に
ご
利
用

　
昨
年
３
月
に
開
業
し
た
「
道
南
い
さ

り
び
鉄
道
株
式
会
社
」
は
、
北
海
道
新

幹
線
開
業
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
五

稜
郭
〜
木
古
内
間
（
37.

８
㎞
）
を
引

き
継
い
だ
第
３
セ
ク
タ
ー
の
路
線
で
す
。

　
新
た
な
鉄
道
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
１
年
数
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
間
に
は
、
株
式
会

社
日
本
旅
行
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を

し
、
地
元
の
食
を
堪
能
で
き
る
観
光
列

車
「
な
が
ま
れ
海
峡
号
」
が
話
題
と
な

る
な
ど
、
魅
力
あ
る
鉄
道
路
線
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。　

　
実
際
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
、
企
画
営

業
課
の
春
井
満
広
さ
ん
に
、
鉄
道
会
社

と
地
域
と
の
か
か
わ
り
な
ど
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
し
た
。

地
域
の
鉄
道
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

道
南
い
さ
り
び
鉄
道

お
伺
い
し
ま
し
た
。

道南いさりび鉄道㈱
企画営業課
係長   春井 満広  さん 

宗
谷
本
線
、

本
当
に
必
要
で
す
か
？

（
函
館
市
）

鉄道、 必要ですか？特
集

　
普
段
な
か
な
か
利
用
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

方
で
も
、『
鉄
道
』
が
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
、あ
っ
て
こ
そ
普
通
、

と
い
う
方
々
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
北
海
道
の
公
共
交
通
網
、
特
に
鉄
道
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

次
々
と
出
て
く
る
中
で
、
民
営
化
、
鉄
道
会
社
そ
の
も
の
の
あ
り
方
、

公
共
交
通
と
し
て
の
鉄
道
の
位
置
づ
け
な
ど
も
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
ず
は
宗
谷
本
線
が
あ
る
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん
、
こ

の
『
宗
谷
本
線
、
本
当
に
必
要
で
す
か
？
』
の
問
い
に
対
し
て
、

ほ
ん
の
少
し
で
も
考
え
て
み
る
こ
と
の
ほ
う
が
、
何
よ
り
も
重
要

な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
北
海
道
に
限
ら
ず
、
全
国
に
は
地
方
の
私
鉄
や
ロ
ー
カ
ル
線
が

あ
り
、
い
ま
も
ま
さ
に
『
廃
線
』
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
路
線

も
多
く
あ
り
ま
す
。
私
鉄
で
は
、
異
業
種
で
活
躍
す
る
人
を
社
長

と
し
て
迎
え
入
れ
て
変
革
を
試
み
た
り
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
が
「
自
分
に
出
来
る
こ
と
」
か
ら
は
じ
め
て
、

地
元
の
鉄
道
を
応
援
す
る
動
き
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
要
望・要
求
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
が
、ま
ず
は
入
場
券
を
買
っ

て
み
る
、
移
動
に
た
ま
に
鉄
道
を
使
う
、
ち
ょ
っ
と
鉄
道
の
こ
と

を
気
に
か
け
て
み
る
…
、「
自
分
に
出
来
る
こ
と
」
か
ら
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
し
て
、
改
め
て
『
鉄
道
、
必
要
で
す
か
？
』
の
問
い
へ

の
答
え
を
、
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
今
後
の
宗
谷
本
線
に
関
す
る
施
策
や
協
議
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
く
、
鉄
道
や
駅
に
つ
い
て
の
利
用
促
進
案
や
前

向
き
な
ご
意
見
な
ど
、
ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課
地
域
振
興
室　
☎ 

５
‐
３
３
１
１
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保健福祉センターだより

生活習慣病予防 月トレ 7月24・31日、8月7・14・21・28日 （保健福祉センター / 9:30-）

介護予防教室 7月 25 日、8月 22 日 （　　 〃　　/ 火 曜 / 9:30-）

Baby サロン 7月 19 日、8月 16 日 （　　 〃　　/ 水 曜 /10:00-）

乳幼児・1.6 歳児・３歳児健診 8 月 30 日 （　　 〃　　/ 水 曜 /13:00-）

各種予防接種 （ 村 立 診 療 所 / 木 曜 ）

　日本脳炎 7月 18・25 日、8月 1・8・15・22・29 日　※すべて火曜

　Ｂ型肝炎・BCG・MR・水痘 7 月 20 日、8月 17 日
　小児用肺炎球菌 8月 10 日
　四種混合　 7月 27 日、8月 24 日
　ヒブ 8月 3・31 日
総合健康診査 7月 13・14 日 （保健福祉センター / 6:30-9:00）

健康運動教室 7月 29 日（骨盤底筋体操講演会）※要予約 （小中学校体育館 / 土曜 /14:00-）

７  ８ の　　カレンダー月　健康～

　乳がんや子宮がんは、 早期発見で治る可能性が高く、
検診は症状のない早期のがんを発見する有効な手段で
す。 2 年に 1 回は検診を受けましょう。

保健福祉センターだより
健康や福祉に関するさまざまな情報をお伝えします

婦人科検診のおしらせ

＊対象：30 歳以上の女性 （2 年に 1 回の受診）　定員 50 名
＊料金：1,600 円 （国保加入者 1,200 円）
＊内容：問診、 マンモグラフィ （ＳＭＧ）

　音威子府村の地方創生について「平成 28
年度事業実施状況」および「平成 29 年度事
業計画」を検証をするため、6月 29 日に有
識者会議を開催しました。検証結果の詳細に
つきましては、紙面の都合上、次月号で報告
いたします。

問 総務課地域振興室　☎ ５‐３３１１

地方創生に関する有識者会議を
開催しました

くらしの掲示版

　交通安全運動は、道民一人ひとりが交通安全
を自らのこととして捉え、交通ルールの遵守や
思いやりのある交通マナーの実践によって、交
通事故防止を図ることを目的としています。

◆ 7月 11 日（火）～ 20 日（木）　10 日間
○ 飲酒運転や居眠りなどの観光・レジャー
　型の交通事故防止
○子どもと高齢者の交通事故防止
○自転車・二輪車の交通事故防止
○全ての座席のシートベルト・チャイルドシ
　ートの正しい着用
問 美深警察署　　　☎ ２‐１１１０
問 音威子府駐在所　☎ ５‐３３００

夏の交通安全運動
実施中

◆乳がん検診

工事・事業名 入札参加業者
（＊印は落札・請負業者）

入札価格
（税抜） 予定価格 契約価格

（落札率） 概要 期間

青少年宿泊研修施設
浴室修繕工事 ＊

（株）大野組
（有）小倉建設
中川建設業協同組合

2,350,000 円
2,320,000 円
2,260,000 円

2,484,000 円 2,440,800 円
（98.3%）

男女浴室修
繕工事

H29.6.28
H29.8.31

ナイター照明安定器
交換工事 ＊

（株）電業
拓北電業㈱旭川支店
（株）三和電機

5,000,000 円
4,940,000 円
4,860,000 円

5,346,000 円 5,248,800 円
（98.2%）

スキー場ナ
イター照明
安定器交換

H29.6.28
H29.11.30

天塩川温泉浴槽加温
制御改修工事

＊ 日進設備工業㈱
（株）木本動力工業所
（株）中川水道

3,700,000 円
3,850,000 円
3,800,000 円

4,048,920 円 3,996,000 円
（98.7%）

浴槽加温制
御機器改修
工事

H29.6.28
H29.11.30

第１ペアリフト機器
改修工事 ＊ 日本ケーブル㈱札幌

支店 12,000,000 円 13,208,400 円 12,960,000 円
（98.1%）

スキー場第
１ペアリフ
ト機器改修

H29.6.28
H29.11.30

音威子府小中学校体
育館暖房機修繕工事

＊ 日進設備工業㈱
（株）木本動力工業所
（株）中川水道

2,700,000 円
2,750,000 円
2,800,000 円

2,965,680 円 2,916,000 円
（98.3%）

暖房機５台
修繕

H29.6.28
H29.8.31

道の駅屋根塗装工事 ＊
（有）小倉建設
（有）金田建設
中川建設業協同組合

1,240,000 円
1,090,000 円
1,290,000 円

1,385,640 円 1,177,200 円
（85.0%）

屋根塗装工
事

H29.6.28
H29.8.31

ロッジトイレ改修工
事 ＊

扶桑興業（株）
（株）中川水道
（有）蔦木

1,100,000 円
1,050,000 円
1,070,000 円

1,190,592 円 1,134,000 円
（95.2%）

トイレ便器
改修工事

H29.6.28
H29.11.30

地域複合施設外構整
備工事 ＊ 新谷・盛永経常建設

共同企業体 22,800,000 円 25,012,800 円 24,624,000 円
（98.4%）外構工事

H29.6.28
H29.8.10

音威子府村医療従事
者住宅外構整備工事 ＊

（株）常盤天塩川建設
秋津道路㈱道北営業所
（株）山崎組

4,550,000 円
4,500,000 円
4,530,000 円

4,989,600 円 4,860,000 円
（97.4%）外構工事

H29.6.28
H29.8.31

音威子府村管内橋梁
点検委託業務

＊ ダイシン設計㈱
北海道土木設計㈱
（株）ズコーシャ札幌支社

8,650,000 円
8,700,000 円
8,700,000 円

9,720,000 円 9,342,000 円
（96.1%）

橋 梁 27 橋
点検委託

H29.6.28
H29.11.30

音威子府地区農業集落
排水事業工事数量算定
資料等作成委託業務

＊ 北海道土地改良事業
団体連合会 1,550,000 円 1,717,200 円 1,674,000 円

（97.5%）
工事数量算
定資料等作
成委託業務

H29.6.28
H29.7.20

音威子府簡易水道高
度処理施設保守点検
整備委託業務

＊
三菱電機プラントエ
ンジニアリング㈱東
日本本部北海道支社

3,600,000 円 4,050,000 円 3,888,000 円
（96.0%）

保守点検整
備委託

H29.6.28
H30.1.31

車いす入浴装置購入
事業

＊ 東洋メディカル㈱
（株）エム・イー器械
（株）スズケン道北支店

4,200,000 円
4,800,000 円
4,800,000 円

4,536,000 円 4,536,000 円
（100.0%）

地域複合施
設車いす入
浴装置購入

H29.6.28
H29.8.30

入札結果公表（６月実施） 　　　問 総務課総務財政室　☎ ５‐３３１１

◆日時：9 月 12 日（火）　8 時 30 分から
　（受付は 8 時 30 分～ 9 時 30 分）
◆場所：保健福祉センター

【お申込み】：7 月 18 日（火）～ 8 月 10 日（木）　
※期間内に来所もしくはお電話 （9-3050） にてお申し込みください。

※自覚症状のある方、 豊胸術を行っている方、 心臓ペースメーカーを装着している方、　妊娠している可能性の
　ある方は受けられませんので、 医療機関の受診をお勧めします。
※平成 28 年 2 月改正の厚生労働省 「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」 により、 乳
　がん検診は問診・マンモグラフィ検査のみとなります。 医師による視触診はありませんのでご了承ください。

＊対象：20 歳以上の女性 （2 年に 1 回の受診）　定員 100 名
＊料金：1,500 円 （国保加入者 1,000 円） ※子宮体部細胞診を受けた方はプラス 700 円

＊内容：問診、 子宮がん検診 （細胞診）、 経膣超音波断層法 （エコー）

◆子宮がん検診

※必要な方にはその場で子宮体部細胞診をお勧めします。
※現在、 婦人科通院中または経過観察中の方は、 医療機関の受診をお勧めします。

※上記の検診すべて、 70 歳以上の方、 村で定める特例の方 （生活保護、 重度心身障害者１級
　および２級の非課税世帯、 ひとり親の非課税世帯） は無料です。
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協力隊活動報告

【協力隊フェイスブックページ】 https://www.facebook.com/neppu.chiikiokoshi

協力隊の日々の活動の様子をお伝えいたします！

筬島地区で
　　　　活動中です！

No.53

活動報告
地域     協力隊地域     協力隊おこし
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くらしの掲示版

問 教育委員会　☎ ５‐３３５６

北海道マラソン 2017
音威子府村枠 参加ランナー決定
　募集をしていました 「北海道マラソン 2017 音
威子府村枠ランナー」 が決定しました！

　地域おこし協力隊、筬島地区担当の石神崇尚です。7 月になり気温の変化が
激しいですが、皆さん体の調子はどうでしょうか？
　音威子府村に移住していつの間にか、２か月が経過しました。筬島地区の皆
さんには歓迎会（花見）や音威子府村の若手有志による春のウェルカムパー
ティーで歓迎して頂きありがとうございます。

神林 克俊 さん（消防支署勤務）

・種目：ファンラン（11.5km）

・コメント：

　北海道マラソン初出場！

　頑張ります

　協力隊の活動としては、午前中は筬島地区の
農家さんのお手伝いで、初めての畑作りやホワ
イトアスパラのハウスで収穫を体験し、ハウス
に入っただけで眼鏡が曇りハウス内と外との気
温差がここまであるとは思いませんでした。午
後はエコミュージアム筬島センター、筬島改善
センター、筬島駅の付近の草を刈り、ようやく
駅付近の草を刈り終えました。

　畑の手伝いや草刈りで、一日中体を外で動かしているので滝のように汗をか
いて、なんと体重が 82kg から 78kg とダイエットに成功していますが、筋肉
痛で毎朝起きるのが辛くなってきたので、天塩川温泉で仕事が終わったら疲れ
を癒しています。
　これから地域のイベントや行事に積極的に参加していきたいと思いますので
見かけましたら声をかけて頂けると嬉しいです。出来ることを一つずつ増やし、
地域活性化のお手伝いをできるように今後とも努力していきますのでよろしく
お願いします。

石神 崇尚

威子府村枠ランナー」 が決定しました！

神林 克俊 さん（消防支署勤務）

　大会は 8月 27 日 （日） 午前 9時スタートです！
村内でトレーニングしている神林さんを見かけたと
きは、 ぜひ激励の言葉をかけてあげてくださいね！

＊公民館臨時休館のお知らせ＊
　下記の日程で館内床清掃を実施するため、休館いた
しますので、ご理解ご協力のほどお願いいたします。

【平成29年8月27日（日）～28日（月）】
※月曜日は公民館定期休館日

いま一度ご確認ください！
年金請求の手続き漏れにご注意

　これまでは、老齢年金を受け取るためには、
保険料納付済期間（国民年金の保険料納付済
期間や厚生年金保険、共済組合等の加入期間
を含む）と国民年金の保険料免除期間などを
合算した資格期間が原則として 25 年以上必
要でした。
　平成 29 年 8月 1日からは、資格期間が 10
年以上あれば老齢年金を受け取ることができ
るようになります。　
　日本年金機構では、こ
れまでに対象となる方に
黄色の封筒（A4サイズ）
をお届けしています。ま
だ、請求手続きをされて
いない方がいらっしゃい
ますので、ねんきんダイ
ヤルまでお問い合わせく
ださい。

問 北海道国民年金基金
☎ ０１２０‐６５‐４１９２
問 住民課住民生活室　☎ ５‐３３１２

音威子府村
北星団地分譲地

　北星団地は、現在残り4区画となっており
ます。自己資金または融資（併用可）を受けて
新築される場合、建築価格の20％以内で上限
250万（※今年度より上限額が引き上げられま
した）円、下限100万円の補助制度もあります。
　
　　
　　
　　
　　

問 総務課総務財政室　☎ ５‐３３１１

（済）（済）‐ ⑲（済）

（済）‐（済）（済）

⑦ ‐（済）（済）

（済）② ‐（済）⑤

高
　
校
　
寮

（
村
　
道
）

本　線　団　地

　【分譲価格一覧】
　　②・・・90 万円（159.2 坪）
　　⑤・・・95 万円（158.6 坪）
　　⑦・・・90 万円（159.1 坪）
　　⑲・・・90 万円（⑲ 159.2 坪）
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むらの人口

交通事故死ゼロ

（平成29年 6月末現在）

（平成 29年 6月末現在）

784

5179

人

日

（前月比 ＋ 1 人）

うち男性 401 人

女性 383 人

世帯数   　　 戸497

むらのイベントカレンダー ～８月末

今月の表紙

8/2 第 39回福祉運動会
（地域交流センター　9：30-）

♪森の中からドラミング♪

7/16- ダウン・ザ・テッシ -オ -ペッ 2017
（16日　美深～音威子府、17日　音威子府～中川）-17

7/23 おといねっぷ美術工芸高等学校第67回学校祭
（一般公開日　9：30-13：00）（日）

8/3 常盤神社祭
（咲来　常盤神社）（木）

〔筬島駅の風景〕
　　　　　7月 4日（火）

○筬島駅プラットホーム
から南側を眺めた風景で
す。かつては貨物列車も行
き来していましたが、いま
では上下3便の普通列車
が停車するのみです。

　先月まではストーブをつけたくなるよう
な気温続きでしたが、やっと夏らしい感じ
になってきましたね！とは言え、寒暖差が
まだまだあるので、体調を崩さぬように気
をつけねばです。
　先月 27 日、現在工事が行われている「音
中トンネル」の見学会に参加しました。音
威子府側は、ちょうど「蛇紋岩」の地層付
近を掘削中だそうで、この地質の“ もろく
て崩れやすい” 特性がゆえに、有識者から
の助言やさまざまな技術を駆使しながら慎
重に工事を進めているそうです。
　ちょうど 100 年前の大正 6 年、音威子府
から中川町までの「鉄道」敷設工事が開始
されました。天塩川沿いを行く鉄路も難工
事で、開通は大正 11 年 11 月と 5 年近くを
要したそうです。
　時代の移り変わりとともに、人々の移動
の仕方も変わりつつありますが、100 年が
経過した今でさえも、音威子府～中川間の
『交通網』を造る、維持する難しさや大変
さは同じなんだな、と実感しました（よこ）

8/5
（土）

筬島駅硬券きっぷ入場券販売イベント
（第7回おさしまライダーまつり / 筬島駅前周辺・砂澤ビッキ記念館）

7/1- 北海道命名の地 音威子府村展
（札幌市　センチュリーロイヤルホテル内）-20

7/23 八幡神社祭
（八幡神社　7/22 ～ 24　23日本祭）（日）

（水）

8/17
（木）

おといねっぷ納涼まつり
（盆踊り・花火大会　音威子府村公民館）

8/11 第５回トレイルランニング音威子府大会
（クロスカントリースキーコースほか）（金・祝）

8/11-
-13

木の手づくり展 札幌
（北海道庁 1階　道民広場）

8/6
（日）

第 36回 森と匠の村ふるさとまつり
（会場：中島公園　10：00-）


